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てとれる。また、1914年 、菅井博愛(1909年 農芸科卒業)は 「台湾総督府に於ける所謂台
湾の政府側には悉 く札幌出身者のみであるが故にやは り我が社(台 湾製糖会社)に も札幌
出身の農学士などが入った方が官民一致の実績が挙が りはせぬかと考えられる。」3と話 し






有翌年の明治29年 に早 くも3名 、明治40年 に20名 、45年35名 、大正7年 に64名 と増
え、昭和14年 には136名 、以上は本科卒だけ、終戦時には農林二実科を併せ約200名 と







2北 海道大学編r北 大百年史』、通説、東京:株 式会社ぎょうせい、1982年 、153頁 。
























2.台 湾 総督府 糖業 試験 場 にお け る札 幌系 の役 割
1906年 から1921年 にかけて糖業試験場の場長 となったのは、吉田碩造(1906-1912)、 金






シスタントであ り、札幌系が糖業試験場の各調査 ・研究を主導していたと言 っても過言で
4須 田政美 「北大精神(札 幌農学校精神)と 同窓生の海外における活躍」、(『札幌同窓会の百年』、
札幌市:札 幌同総会、1987年 、52-56頁 を参照)。
5呉 文星 「札幌農学校と台湾近代農学の展開一 台湾総督府農事試験場を中心として一 」(『日本
統治下台湾の支配と展開』、名古屋、中京大学社会科学研究所、2004年 、487-505頁 を参照)。
6『 台灣總督府文官職員録』明治41年(台 北、台湾 日日新報社、1908年 、91頁 を参照)。





第1表 からわかるように、試験場にい る札幌系22名 の うち在職期間が3年 未満のもの
は5名 で全体の23%で ある。試験場従事以後、異動がなかった者は13名 で全体の60%を
占めている。 こうした統計から多 くが長 く試験場 に従事し、糖業試験場の仕事に満足 して
いたことが窺える。こうした傾向は特に技師に見 られ、吉川藤左衛門、稲垣穎策が夫 々7
年、5年 間在職 したほか、金子昌太郎、山村悦造、石田研、三宅勉 といった技師は、試験
場成立当初から長期にわた り専攻分野 と関係のある各種専門的な試験を取 りまとめてきた
























9臨 時 台 灣 糖 務 局 編r臨 時 台 灣糖 務 局 第 六年 報 』 明 治40年 度(台 南 、 当局 、1908年 、33-143頁 を
参 照)。
10「 装 置 機i器」r台 湾 日 日新 報』 第2639号 、1907年2,月21日 、4面 。
11「 模 範 蔗 園」 『台 湾 日 日新 報』 第3117号 、1908年9月18日 、5面 。
























はとくに注 目に値する。さとうきびの実生育成品種では1913年 には230種 類、1919年 に
はすでに46,000余 種類に達 してお り、その中からさまざまな試験により優秀品種41種 類
が選出された。
石田研、山村悦造の2人 が主導する農芸化学係 における歴年の主要な業務は(一)さ と
うきび及砂糖に関する試験研究、(二)さ とうきび肥料及び土壌に関する試験研究、(三)
製糖副産物の利用に関する試験研究、(四)製 糖に関する諸分析である試験研究の四項 目で





13「 爪 哇糖 業」 『台 湾 日 日新 報 』 第3156号 、1908年11,月8日 、4面 。
14「 官 紳 記 事」 『台 湾 日 日新 報 』 第3178号 、1908年12月4日 、2面;「 督 府 官 吏補 免 」r台 湾 日 日新
報 』 第3680号 、1910年8月2日 、1面 。
15「 糖 業 試 驗 場(上)」r台 湾 日 日新 報 』 第3543号 、1910年2,月20日 、3面;「 糖 業 試 驗 場(下)」
『台 湾 日 日新 報 』第3546号 、1910年2月24日 、3面 。












と、(二)健 全なさとうきびの生理状態、(三)さ とうきびにつ く害虫等の黴菌によって罹
病す る病状を研究 ・調査して、駆除方法を講ずること、(四)製 品砂糖の変質を、特に細
菌学的に調査すること等である17。その中で、さとうぎびの病害に関する研究 としては、
1914年 に赤腐病、露菌病及び其の他の病理的研究に着手 している18。1915年 には台中・南
投以南における蔗園の萎縮病の調査を担当し、病因、病徴、駆除法及び予防法を究明して
いる19。1920年 にはすでに赤腐病、露菌病、鳳梨病、黒糖病、外皮病についての病害の調
査を完成 しており、立枯病、萎縮病、鞘枯病、黄條病等の病害の調査 ・研究に取 り掛かっ
ている20。
石田昌人は専 らさとうきびに対する害 ・益虫の調査試験 と駆除予防法及び益虫等の保護i
繁殖法を講究 していた。調査 ・研究の結果、さとうきびの害虫の中で最も注意が必要なの
は螟虫類、蔗亀、綿蛭虫であ り、 とくに螟虫類の被害は最大であった。しかし、1916年 に





加わ り、糖業試験場における札幌系の重要性はピークに達 した。1921年 に中央研究所が成
立した後、前述の技師は研究所糖業科の技師 となっていたのである22。
第1表1906～1921年 台湾総督府糖業試験場における札幌農学校関係者一覧表
氏名 原籍 学位 ・卒業年 台湾 経歴 糖業試験場 その他
専攻 就職年 在職期間
(年)
石田 研 北海道 農…学 士 ・1905 1905総督府技師兼農事試験場勤 1912-1921在 官 中1906-1909、 清 国 の
農芸化学 務 招聘に応じ奉天農事試験
17同 上 註 。
18「 糖 業 試 驗 場 を 視 る」r台 湾 日 日新報 』、 第5037号 、1914年6,月22日 、2面 。
!9「 萎 縮 病 原 因 」r台 湾 日 日新 報』、 第5500号 、19!5年10月14日 、2面 。
20「 大 目降 糖 業 試 驗 場 管 見 」r台 湾 日 日新 報 』、 第7023号 、1920年1,月 日 、43面 。
21同 上 註 。











































1908-191119 5離 台、実業 に従事









北 海道帝 大嘱託、 昆虫学
教室研究













1920-19211909.1-3、7-9台 湾 の 農
業 、 殖 産 業 調 査 に従 事
1934.1.27死 去
















田中信親 秋田 農芸科 ・19031911秋田県農業技手
糖業試験場技手
1911-19161917離 台 、 実 業 に 従 事
1921.3.19死 去























高松基成 石川 農学実科 ・19121913糖業試験場雇、技手
総督府技手
1913-!9211927.7.14死 去










野田順兵衛 徳島 農学実科 ・19121914 総:督府糖務課勤務兼糖業試
験場雇、技手兼蔗苗養成所
技手
1914-19181931(北 海道)空 知 農学
校教諭






















拓 務省 ブ ラジル駐 在員、
大東亜省囑託










備考 1.「 札幌 農学校」は札幌農学校 及び改制後の東北帝 国大学農科大学、北 海道 帝国大学 を含む。
2.「 専攻」 は改制前 の札幌農学校卒 業生について、 出典は 「札幌 同窓会 会員氏名録」。
3.「 経歴 」は主に1921年 までのものを指す。
出典:r意 林』第9-18号 、明治27-28年;r学 芸会雑誌』第!9-34号 、明治29-34年;r文 武会i雑誌』
第35-40号 、明治3<L35年;『 文武会会報』第41-74号 、明治36一 大正4年;『 同窓農友会報
告』第1、5-7、 明治29年;『 札幌同窓会報告』第1～67回 、明治20一 昭和19年;r札 幌農学
実科同窓会報告』第12、14-18、20号 、大正13・15一 昭和8・11年;『 札幌農学校一覧』 明
治28-40年;r東 北帝国大学農科大学一覧』明治41一大正7年;r札 幌農学校第3-5年 報』明治
12-14年;r開 拓使各庁職員録』明治14年;r北 海道庁職員録』明治22年;台 湾農友会r創
立十年記念台湾総督府農事試験場』台北:該 会、大正2年;r台 湾総督府文官職員録』明治29
年一大正4年 。





































































































出典:国 立中央図書館台湾分館編r日 文台湾資料 目録』台北、当館、1990年 。「農業団体一2殖 産局
出版物一覧」(『昭和3年 台湾農業年報』、1929年 、138-142頁)。 上村延太郎、財津亮蔵編 『台
湾農業関係文献目録』東京、南方農業協会、1969年 、152-155、164-165頁 。






る23。1912年 に 「甘蔗品種改良二關スル調査書」を記 した。 この報告書では、糖業試験場
の設立以来、外国から蔗苗の輸入およびさとうきびの品種改良に従事 した経験から、1903




金子昌太郎は1907年 から初めは糖業試験場嘱託 として業務に従事 し、さとうきびの栽培
を担当していた。彼は勤務熱心で業績 も好 く、有能な人物 と評価され1908年10月 には技
師に昇格している25。金子はジャワ、ハワイ等の熱帯地での蔗糖産地にたびたび派遣され、
23「 大 目降糖業試驗場管見」『台湾 日日新報』第7023号 、!920年1月1日 、43面 。
24吉 田碩造 「甘蔗品種改良二關スル調査書」(台 北、台灣總督府民政部殖産局、1912年 、1-91頁 を
参照)。


























行い、ジャワ蔗苗17種 を持ち帰 り糖業試験場に移植を試みている31。1914年6月 のr台 湾
日日新報』では糖業試験場がジャワ実生種の中から水、風に対する耐性及び糖分が高 く、
ローズバンブー と比べて2割 から4割 の増収の見込める優良な新種蔗苗を発見したことを
報道32、7月 には新品種は本島蔗苗界の福音33とす るなど、時論は金子のさとうきびの新種
栽培をとても重視 している。1916年11,月 のr台 湾 日日新報』にはアメリカ留学 してまも
26金 子昌太郎 『甘蔗農學』(東 京、糖業研究會、1912年 、序、凡例、 目次を参照)。
27金 子昌太郎 『増訂第二面甘蔗農學』(東 京、糖業研究會、!916年 、凡例、 目次を参照)。
28金 子昌太郎 「甘蔗の品種改良に就て」『台灣農事報』70期 、1912年 、1-10頁 を参照。
29金 子昌太郎r台 灣産甘蔗實生新品種(大 正二年度育成)』 糖業實驗場彙報第二号(台 北、台灣總督
府民政部殖産局、1913年 を参照);金 子昌太郎 「甘蔗の実生育成に就て」r台 灣農事報』96期 、
1914年 、10-19頁 を参照。
30「 蔗苗輸入成功」r台 湾日日新報』第5590号 、1916年1,月19日 、2面 。
3!「 採辧爪哇蔗苗」r台 湾日日新報』第7215号 、1920年7月11日 、5面;「 爪哇蔗苗輸入」r台 湾日
日新報』第7238号 、1920年8,月3日 、2面;「 輸入蔗苗」『台湾日日新報』、第7242号 、1920年
8,月7日 、6面 。
32「 新蔗苗の發見」r台 湾日日新報』第5029号 、1914年6月13日 、2面 。
















石田研は1905年 に渡台後、臨時台湾糖務局技師として1909年 か ら1912年 の間に ドイ
ツ、イギ リス、フランス、イタ リアなどへ考察のため派遣され、さらに ドイッ留学を命じ
られた38。1912年 に台湾へ戻 り、農事試験場農芸化学係を とりしきり、新 しい白糖製造法








34「 蔗 苗 養 成 改 良」r台 湾 日 日新報 』 第5884号 、1916年--A18日 、2面 。
35「 實 生 品種 試 驗」r台 湾 日 日新 報 』 第6471号 、1918年6,月28日 、1面 。
36「 糖 業 試 驗 場 其 三 」r台 湾 日 日新 報 』 第6594号 、1918年10月29日 、6面;「 糖 業 試 驗 場 其
四 」 『台 湾 日 日新 報 』 第6595号 、!918年10月30日 、4面 。
37「 東 西 南 北 」 『台 湾 日 日新 報 』 第10551号 、1929年9,月!日 、3面;「 今期 の 歩 留 が 早 く上 昇 した
理 由」r台 湾 日 日新 報 』 第11088号 、1931年2月25日 、3面;「 三 十年 間 を糖 業 に 貢献 」 『台 湾 日
日新 報 』 第13376号 、1937年6月20日 、3面 。
38「 技 師遣 外 」r台 湾 日 日新 報 』 第3415号 、1909年9月15日 、1面;「 技 師 出 洋」r台 湾 日 日新 報 』
第3644号 、1910年6月21日 、1面;「 官 紳 紀 事 」r台 湾 日 日新報 』第3916号 、1911年4,月19日 、2面 。
39「 白糖 製 法 新 發 明」 『台湾 日 日新 報 』 第5001号 、1914年5月15日 、2面 。
40「 白糖 試 驗 開始 」r台 湾 日 日新 報 』 第5618号 、1916年2月17日 、2面;「 林 糖 白糖 試 驗 」 『台 湾 日
日新 報 』、 第6366号 、1918年3月15日 、2面 。
41「 糖 業 試 驗 場 よ り(其 一)」r台 湾 日 日新報 』第6595号 、1918年10,月25日 、3面 。
42「 糖 蜜 清 澄 試 驗 」r台 湾 日 日新 報 』 第5875号 、1916年11月9日 、2面;「 石 田糖 蜜 清澄 法 」 『台湾
日 日新 報 』 第5877号 、1916年11,月11日 、5面;厂 糖 業 試 驗 場 の事 業 」 『台 湾 日 日新 報 』 第5934
号 、1917年1月7日 、1面;石 田研 「亞 爾 加里 性 燐 酸 清 澄劑 並 二 其 ノ応 用 二 關 ス ル研 究 」 糖 業 試





所糖業科長を断 り帰国したが、世論は台湾糖業界に20年 間従事し、石田氏 白糖製造法を発
明した石田は台湾糖業界に大きく貢献を した と賞賛 した44。




研究を行った46。1916年 に 「大豆粕貯藏中二於ケル重量並成分變化二關スル試驗成績」 と
題する報告書を発表し、満一年貯蔵している大豆粕の重量変化及びその水分、脂油、窒素
等の含有率の変化を探究し、最初の9ヶ 月は毎月平均 して重量が2%減 り、その後の減少率












て駆除 ・予防が可能であることを指摘 している49。1919年 には 「甘蔗鳳梨病調査報告」を
提出し、鳳梨病は死物兼活物寄生菌の寄生により引き起こされ、蔗苗が主な対象であるこ
43「 石田氏受學位」『台湾 日日新報』第7159号 、1920年5月16日 、5面;「 石田博士漸愈」『台湾 日
日新報』第7160号 、1920年5,月17日 、4面 。
44「 二十年間を台灣糖業 と終始した石田研博士の功績」『台湾 日日新報』第8833号 、1924年12,月15
日、2面;「 石田研博士 台灣糖業の功勞者」『台湾 日日新報』第14307号 、1940年1,月13日 、3
面。
45「 山村技師出張」『台湾 日日新報』第4237号 、1912年3,月6日 、2面;「 技師獨逸出張」『台湾 日
日新報』第4438号 、1912年10月8日 、2面 。
46「 甘蔗肥效調査」『台湾 日日新報』第5204号 、1914年12月13日 、6面;「糖業試驗場の事業(三)
一農藝化學試驗」r台 湾日日新報』第5936号、1917年1,月9日 、1面 。
47山 村悗造 「大豆粕貯藏中二於ケル重量並成分變化二關スル試驗成績」糖業試験場特別報告5号(台
北、台灣總督府民政部殖産局、1916年 、1-100頁 を参照)。
48三 宅勉 「甘蔗露:菌病調査報告」糖業試験場特別報告1号(台 北、台灣總督府民政部殖産局、1912
年、1-59頁 を参照)。















は長年にわた りさとうきびの害 ・益虫の調査 ・研究に携わ り、外国から益虫を輸入 し繁殖
も行っていた。1911年 に台湾さとうきび界に最大の被害を与える害虫は5種 類の螟虫であ
り、その駆除および予防法の調査 ・研究を完成させ、1915年 に 「甘蔗螟蟲調査報告(第 壹
編)」55を書き上げ、総督府からさとうきび害虫駆除計画の重要な参考資料 とみなされた56。
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安川栄 蔗糖分減損に関する試験成績 糖業試験場特別報告2号 1914三宅勉
出典:国 立中央図書館台湾分館編 『日文台湾資料 目録』台北、当館、1990年 。「農業団体一2殖 産局







し進めており、 こうした ことからも札幌系は試験場の試験策略の制定及び調査 ・研究の主
導を担っていた といえるであろ う。

















及び研究を推 し進めてお り、 こうした ことからも札幌系は試験場の試験策略の制定及び調
査 ・研究の主導を担 っていたといえるであろ う。
調査 ・研究の結果をみると、札幌系は順調にその任務を達成 し、数多 くの新しい実用的
な価値のある提言をし、台湾のさとうきびの栽培、蔗糖の製造及び化学分析、さとうきび
の病害 ・害虫防治などの分野で大きな役割を果た していた。つまり、新種輸入及び改良、
さとうきびの実生育成の完成、白糖製造法の発明、さとうきびの病害の究明及びその予防
法、さとうきびの害 ・益虫の調査及び害虫の撲滅方法の提言など具体的な貢献は枚挙にい
とまがない。時論が札幌系の糖業試験場における業績 と成果を評価 し、台湾糖業の発展の
一大功労者 とみなすのも当然のことであった。
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